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補足  腎機能障害（尿細管間質性腎炎、糸球体腎炎等）

臨床症状・検査所見
（1）臨床症状1-6）

浮腫、高血圧、発熱、関節痛、発疹、腰痛、頭痛、全
身倦怠感などの感冒様症状、口渇、吐気、食欲低下、
乏尿、無尿、多尿、頻尿など
（無症候性の場合もある）

（2）臨床検査所見2-5）

尿 検 査：蛋白尿、血尿など
血液検査： 血清クレアチニン増加、BUN増加、電解

質異常（高カリウム、低リン、低ナトリウム
血症）、代謝性アシドーシスなど

（3）画像検査所見2-5）

急性尿細管間質性腎炎では腹部超音波検査や腹
部CTなどによる両側の腎腫大、67Gaシンチグラムで
の腎への取り込みの増大

（4）病理組織所見3,4）

光学顕微鏡所見： 糸球体基底膜の肥厚、メサンギウ
ム増殖性変化、細胞性半月体、
分節性硬化、間質への炎症細胞
浸潤、尿細管上皮細胞の腫大・
増生・扁平化、間質線維化、尿
細管萎縮など
 慢性尿細管間質性腎炎では尿細
管腔内にはTamm-Horsfall（TH）
蛋白を含む硝子円柱や顆粒円柱
が散在

電子顕微鏡所見： メサンギウム領域に高電子密度
沈着物

他の原因（原疾患、前治療の影響、併用薬、感染症を含む合併症など）の鑑別のため、必要に応じて腹部超音波や腹部
CTなどの検査の追加も考慮してください。
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ガイドライン等による対処法の補足 （対処法はP.28参照）
•副腎皮質ホルモン剤の長期投与が必要な患者に対し、日和見感染予防が必要であるとASCOガイドライン1）に記載さ
れています。 
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